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意家文書についての調査報告は、平成 29 年 10 月に開催された「第 59 回天台宗教学大会」にお
いて、研究分担者の中川仁喜本学専任講師より「戸隠山と大名家」と題して発表がなされている。 
上記（１）―③の研究成果の報告に関しては、これまでにいくつかの研究報告がなされてはい
るが、現状では本研究の目的である「神社資料を活用した日本天台仏教史（近世・近代）に関す
る研究」のうちの「神社資料」が利用できるようになったという段階であろう。これらの資料が
データベース化され、関連する資料の相互参照が可能になることによって、神仏習合に基づく近
世の「日本天台仏教史」の実相が具体的に明らかとなっていくことが期待される。このデータベ
ースの構築に向かって、現在、鋭意努力中であるが、調査の相手方である戸隠神社との約束もあ
り、この事業はなるべく早い時期に完遂しなければならない。また、教理や歴史の側面から研究
にあたる分担者に対しても、研究成果の学会における発表などを促していく予定である。とりわ
け明治期の廃仏毀釈に関する資料は、近代仏教史を研究する上でも重要な歴史資料となりうるも
のと考えられる。 
以上の論点を踏まえ、まずは調査報告書の作成を急ぎ、本学の機関リポジトリにおける公開を
今後の当面の目標とし、各研究分担者に対しては各自の專門分野に基づいて当該文献の分析研究
を進めるよう促していく予定である。 
 
